
総合支援部ー１

題材名：きょうりょくしてつくろう～紙コップタワー

＜材料＞　・紙コップ（あれば色別されているもの）

　　　　　・各ステージ別モデル写真

　　　　　・ルールカード

＜使い方＞①ルールを確認

　　　　　②数人で協力しモデルのタワーを完成させる

＜ポイント＞・簡単なモデルから始め、ステップアップ

　　　　　　・人数が多い時はグループ対抗やルールを

　　　　　　　守れたらポイント獲得などしても面白い

〈指導領域・教科等〉

　　　　　　　自立活動

題材名：文章を作ろう

＜材料＞

　名詞，助詞、動詞、イラストカード

＜使い方＞

①イラストを選択し、イラストにあったひらがなを選

ぶ。

②助詞を入れる。

③文章を作る。

＜ポイント＞

実態に応じて、カードを増やしたり、減らしたりしな

がら取り組む。

〈指導領域・教科等〉

国語

題材名：すいか食べたら？

＜材料＞

ホワイトボード・数字カード（数字は手書きでも

可）・両面マグネット・食べ物のイラスト（食べる

前・食べた後）

＜使い方＞

引き算で引いた数の分のマグネットをひっくり返して

食べちゃったと表す。残ったスイカの数を数えると答

えがでる。

＜ポイント＞

引き算の導入に使う。「なくなる」という感覚を入れ

ることで、引き算の意味を理解しやすくする。

〈指導領域・教科等〉

算数



総合支援部ー２

題材名：割りばし鉄砲

＜材料＞

　割りばし3組・輪ゴム

＜使い方＞

　紙コップなどの的を狙って引き金を引いて輪ゴムを飛ばす。

＜ポイント＞

　人に向かって使わない。回数を決める。

　　などルールを定めて活動する。

〈指導領域・教科等〉

　自立活動

　　手指の分化（外側３指で握る。人差指だけ動かす。）

　　手と目の協応（的をねらう）

題材名：はがせる予定表

＜材料＞

カレールーの箱、ガムテープ、マジックテープ、予定表

＜使い方＞

予定を提示し、終わった項目を剥がす。

＜ポイント＞

児童生徒自身が操作できるようにした点

全て終わったら予定表そのものを剥がすことで「終わり」を分か

りやすくした。

別の予定表を貼ることで複数の場面で使えるようにした。

〈指導領域・教科等〉

日常生活の指導

題材名:

＜材料＞心電図の器具　ビニールひも　ラミネーターした絵

＜使い方＞

　１、小中の1年生対象に心電図の機材と手順の絵を配布

　２、心電図のやり方、検査の流れを見せ見通しを持たせる。

　３、教室で機材を触り、実際に胸につけたり手首に着け、感触

を知り、痛みがなく怖くないことを体感させる。

　４、別日に保健室で実際の心電図検査のように、カーテンを仕

切りベッドで横になり、器具を付け、呼吸をとめてみる。

　できたときは褒め、自信をつけさせる。友達ができたことで、

自分もやってみようと興味を持たせる。

＜ポイント＞

　日頃慣れている教室で始める。

　次は場所を変え、実際に検査を行う保健室で、心電図検査と同

じ環境同じ手順で行うことで見通しを持たせる。段階を経て2回

行うことで当日全員検査を受けることができた。また、事前に、

寝てできるのか、背中を付けるのが苦手なら座らせようか、抱っ

こが良いのかがわかるので、短時間で実施でき、子どもの精神的

負担も減る。

〈指導領域・教科等〉保健



総合支援部ー３

題材名：

＜材料＞

　

＜使い方＞

＜ポイント＞

〈指導領域・教科等〉

題材名：

＜材料＞

　

＜使い方＞

＜ポイント＞

〈指導領域・教科等〉

題材名：職業準備性ピラミッド

＜材料＞

　PowerPoint・配布資料

＜使い方＞

・就労する準備ために必要な力を生徒と確認する。

＜ポイント＞

・仕事のスキル向上が就労につながるのではなく、ピ

ラミッドの土台にある力（健康管理、日常生活管理、

対人スキル）の向上が就労につながることを意識づけ

る。

〈指導領域・教科等〉

　職業



総合支援部ー４

題材名

＜材料＞

　

＜使い方＞

＜ポイント＞

〈指導領域・教科等〉

題材名：

＜材料＞

　

＜使い方＞

＜ポイント＞

〈指導領域・教科等〉

題材名：すいか食べたら？

＜材料＞

ホワイトボード・数字カード（数字は手書きでも

可）・両面マグネット・食べ物のイラスト（食べる

前・食べた後）

＜使い方＞

引き算で引いた数の分のマグネットをひっくり返して

食べちゃったと表す。残ったスイカの数を数えると答

えがでる。

＜ポイント＞

引き算の導入に使う。「なくなる」という感覚を入れ

ることで、引き算の意味を理解しやすくする。

〈指導領域・教科等〉

算数


